
北海道　美唄市

事業名

法適用 水道事業 末端給水事業 A6 非設置 18,427 277.69 66.36 ■

－ 類似団体平均値（平均値）

- 45.21 99.86 5,219 18,208 143.00 127.33 【】

経営比較分析表（令和6年度決算）

業務名 業種名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km2) 人口密度(人/km2) グラフ凡例
当該団体値（当該値）

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ3当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km2) 給水人口密度(人/km2)

令和6年度全国平均

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

経常収支比率は100％を超えているが、料金回収率
は85％となっており、給水に係る費用を料金収入で
賄えていない状況である。
流動比率は56％と平均値352％と比べて非常に低い
値となっており、内部留保資金を貯められていない
状況であり、建設改良に充てられた企業債償還金を
除いても非常に厳しい経営状況である。
企業債残高対給水収益比率は水道施設整備に係る費
用をすべて企業債に依存しているため、類似団体と
比べ1.9倍も比率が高くなっている。
給水原価については物価の上昇に伴い年々上昇傾向
にある。
有収率は前年より改善したものの、類似団体に比べ
て低い状況であり、改善するには多額の設備投資が
必要である。

2. 老朽化の状況について

管路経年化率については、類似団体より低く、更新
が進んでいる状況であるが、管路更新率が低いのは
メインである口径の大きな管を改良しているため、
延長が短くなっているためである。
今後は管路以外の資産についての老朽化対策の検討
が必要である。

2. 老朽化の状況

全体総括

R6年度においては、料金回収率が85％となり、一般
会計からの繰入で足りない収入を補って経営してい
る状況である。
今後も人口減少に伴い料金収入は減少していく見込
みであり、料金改定が必要である。
また、管路の更新は進んでいるものの、それ以外の
施設の更新時期が近づいており、早急に方向性を決
めなければならない時期である。
今後も経営の効率化による経費削減を徹底するとと
もに、料金の見直しについても検討を重ね、安全で
安心な水の安定供給に努めていく。
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【107.26】 【1.61】 【239.69】 【264.86】

【89.21】【60.21】【181.66】【97.59】

【52.41】 【26.78】 【0.59】


